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Nikayaにおける止観の研究

K. PHRAPONGSAK 

上はじめに

近代になってから、仏教における「止J samatha i観JVlpassar喝の研究は、種々の学者に
号

よってなされている。従来の止観の研究といえば、ほとんどが f漬浄道論」をはじめとする註

釈文献に依って、止観の働きや修行i去などを検討したものである c それは、止観がNik忌yaに

おいては詳細に述べられておらず、l'~青浄道論』やノマーリ註釈文訟において体系イとされた修行

法だからであろう。例を挙げれば、「禅Jjhanaの準備通程なしに、観を修習する「純観j

suddhavi passan亙または「乾観Jsukl王havipassanaという接行j去が「請浄道論」抱に説かれ
舎

る。これは、はじめから「観穆習Jvipassana-bhavan亘を修めながら、禅の過程なしに「制部

定J khanika同samadhiによって心を修習し、正しい智慧を起こして阿羅漢の境地に達すると

いうものでみる。しかし、仏道修行の上で「禅」と F慧」との両者が並ぴ修習させられるべき
9 

ことは、「慧なき者に持なく、禅なき者に慧なLJと説かれるので、明らかである。しかし、

その場合、上記の修行法をどのように理解すべきか境問である。

さらに、 Nikayaにおいても止観の先後に言及する修行法が述べられる。それは、 AN.2.4.

17 Patipada-vagga 170においてCDi止を先行させる観を修習する」、@i観を先行させる止
窃

を修習する」、③ γ止観双運を修習するJ のである。しかし、止観についての通常の理解によ

ると、心を一つの対象に集中させるのを「止」といい、それによって正しい智慧を起こし、存

在の真実の姿を観るのを「観J という。これは舎に相当するが、そうすると、②と③の修行法

をどのように理解すべきであろうかとIt"¥う疑問が起こる。従って、止観の先後をどのように理

解すべきかという問題を解決しなけれ;まならない。ただ、し、本研究は、 Nik註yaを中心とする

止観を研究するので、後代の文献や註釈文献などに依らず、 Nikayaそのものにおいて止観の

働きを多面的に考察し検討する。
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II. Nikayaにおける止観とその記述の主旨

@ 

samatha、vipassanaという語を含む経を西ニカーヤ及び、『小部」の最古層の経典において

検索すれ江、次のようになる。

A. Digha-Nik亘yaIf長吉sJl 2経

出典 止観に関する記述の主君 同類型

A1 
DN. 33 Sangiti乱 lttanta (xxiii)二法一一一止 (samatha)・罷 (vipas-

D2 
(DN. III. p.213) san吾〉

(ii)修習すべき二法一一止・鶴

A2 
DN. 34 Dasuttara-suttanta (iii)充分に知るべき二法 一一一 名・色 B5， C6， 

(D諒.1立.p.273) (iv)捨箭すべき二法一一一 無暁・有愛 Dll 
(x) 直証すべき二法 一 明・解脱

B. Majjhima-Nikaya If中部Jl 6経

初発心の比丘から始まり、阿羅漢の境地に達す

話N.6 Akankheyya -sutta 
る比丘までの17項目の果報・功諺は「諸々の戒を

豆1 完成し、内に心寂止 (cetosamatha)を実行し、 D19 
(MN.I . p.33， 35圃36)

持を無視せず、聾をそなえ、諸々の空室の増益者

になる」ことによってもたらす。

レーヴ、ァタ長老は「独坐を楽しみ、独坐を喜び¥

MN. 32 Mahagosinga -sutta 
内;こ心寂止を実行し、禅を無視せず、観をそなえ、

D13 
B2 諸々の空室の増益者になる比丘がいるので、ゴー
(MN. 1. p.213， 216) 

シンガのサーラ林を輝かすことができるであろ
D14. E3 

う」という意見を説いている。

MN. 43 Mahavedalla -sutta 
「或・開 (suta)・議論 (sakacch忌)・止・聾」

B3 によって資助される「正見」は「心解説・慧解 D12 
(MN. 1 . p.294) 

説」をもたらす。

ヴァッチャゴッタは比丘となって半月で有学の

明 (vijja)をすべて終え、さらに教えを世尊に

B4 
話N.73 Mahavacchagotta-sutta 顕う。世尊はヴ、アッチャゴッタに「止・観」の穆

(MN.I. p.4ヲ4) 習を勤め、六神通を得ることを説いた。その後、

ヴァッチャゴッタ;討事習し、三明をそなえて、河

羅漢果に到達する。

「六処を如実に知り見る者の八聖道」は、 f事習
を濡たすものとなる。八聖道を穆習する者辻、

rl2.9念処・困正勤・西神忌・五根・五力・七覚支」

も修習を満たすものとなり、「止・寵」の二法の

MN.149Mah吾sal亘yatanika-sutta 双運が起こる。
B5 
(MN. Ill. p.289) その修行者は、証智して充分に知るべき法であ

る F五取謹」を蓋智して充分に知る。証智して捨

訴すべき法である「無明・有愛」を証智して捨断 A2， C6， 
する。証智して修習すべき法である「ヰ・観」を Dll 
証智して修習する。証智して宜証すべき法である

rs耳・解脱」を証智して直証する。



82 

比丘は托鉢から戻ったとき、次のことを観察す

べきである。それは「六廷によって生じる貧欲・

臨書 z 愚療などの不善法」が捨断されているかど

な丸 151Pil}clap亘taparisud品i剖均 |うか、「五妙欲・五蓋・五取謹」が捨訴されていB6 I ..~: .:_~:~ ::':';'Ul'_u~::u.."u'-'um uuccu 
(MN. III. p.2号7) るかどうか、「盟会処・西正勤・四神足・五根・

C. Sarp.yutta 

C1 

C2 

C3 

C4 

SN .4.35.204 Kimsuka 

(SN. N. p.195) 

SN.4ι1.6 Kamabhfi (2) 
(SN. N. p.295) 

SN.4.43.2 Samatho 
(SN. N. p.360) 

SN .4.43.12 Asanl王hatam(1) 

Samatho (SN. N. p.362) 

SN.4.43.12 Asankhatam (2) 
C5 I 
Vipassana (SN. N. p.362) 

SN .5.45.159 Agantuka 
C6 I 
(SN. V. p.52) 

D. Anguttara-Nikaya IF増支音~Jl 19経

AN.1.2.3 Bala-vagga 10 
D1 I 
(AN. 1. p.61) 

五力・七覚支・八聖道・止観」が修習されている

かどうか、「明・解脱J が亘証されているかどう

かである。

都城は、堅匿な城壁と六つの入口がある。そこ

に智慧のある門高は、無知な者たちを止め、矢口為

る者を許す。四方から来た急ぎの使者二人が城主

のいる所を門荷に尋ねる。そして、その急ぎの能

者二人は中央の十字路にいる城主に如実な言葉を

誌えると、来たとおりの道に向かつて歩く。

上述の比喰の意味を次のように述べる。都域と

は「身体」の名前であり、六つの入口とは「六内

廷」の名前であり、門衛と辻「念」の名前であり、

急ぎの使者二人と辻「止・観」の名前であり、城

主とは識の名前で嘉弘中央の十字路とは「四大

種j の名前であ号、如実な言葉とは「淫繋」の名

前であり、来たとおりの道とは ri¥聖道j の名請

である。

想受誠定 (sannavedayitanirodha-samapatti)
に多くの利益になるものは止と観で為る。

無為一一 食欲 (r亘ga)・曝書 (dosa)・愚療

(moha)の滅尽

無為に導く道一一 止・観

無為 一一一食欲・底意・愚療の滅尽

無為に導く道一一 止

無為 一一一 食欲・醸志・愚棄の誠尽

無為に導く道 一一一聾

四方からの人々は誰でも客舎に到着すれば、こ

の客舎に泊まる。これと同様に、誰でも「八聖

道」を修習して、繰り返し行うならば、証智して

充分に知るべき法で為る「五取謹j を証智して充

分に知る。証智して捨断すべき法で為る「無明・

有愛」を証智して捨断する。証智して宣証すべき

法である「明・解説」を証習して亘註する。註習

して修習すべき法である「止・観」を証智して穆

習する。

「止J を修習すれば、心が修習される。心が11多

習されれば、食欲が捨訴される。食欲が捨断され

る心は「心先手競」という。

一方、「観」を修習すれば、慧が修習される。

慧が修習されれ段、無暁か、捨断される。無明が捨

断される慧は「慧解説」という。

C4， C5， 

D3 

C3， C5， 

D3 

C3， C4， 

D3 

A2， B5， 
Dll 
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AN.1.2.15 Sam亘patti-vagga10 
D2 I 
(AN. 1. p.95) 

AN.1.2.17 Atthavasa-vagga 3-5 
D3 I 
(AN. 1. p.100) 

AN.2.4.2 Cara 
D4 I 
(AN. II. p.15) 

AN.2.4.10 Asura-vagga 92 
D5 I 
(AN. II. p.92) 
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AN.2.4.10 Asura-vagga 94 
D7 I 
(AN. II. pp.93-95) 

Al子N、可-4.2.4.ユ1誌5Abha 
D8 I 
(AN. II. p.140) 

AN.2.4.15 Abha-vagga 147 
D9 I 
(AN. II. p.140) 

二、法一一一止・寵

会欲仕立ga)・1糞書 (dosa)・愚療 (moha)念
怒 (kodha)・怨恨 (upanaha)・偽善 (makk・

ha) ・悩害 (pa~立sa) ・嫉妬 (issa) ・ '1堅情 (mac­

chariya)・証惑 (maya)・謡曲 (satheyya)・頑

迷 (thambha)・激情 (sarambha).慢心

(mana)・通慢 (atimana)・橋漫 (mada)・放逸

(pamada)の証智・遍知・遍尽・捨医・滅尽・衰
i威・離会・減・棄捨・捨離の為に「止・寵J を修
習すべきである。

何時も念を持って，む家止に導くことを学び、法

謹 (dhammakhandha)の生滅を観察する比丘を

勇試のある者と呼ぶ。

四者一一一 (1) Iむ家止を得たが、増上慧法観

(adhipa百五註母国mmavipassana) を得ない者 (2)
増上慧法器を得たが、心寂止を帯ない者 (3)心

裏止と増上慧法観を得ない者 (4)心裏止と増上

慧法観を得た者

四者 (1)心寂止を得たが、壇上慧法観を

得ない者辻「増上慧法観を嚢すために修行すべ

きj (2)増上慧法観を程たが、心窺止を得ない者

は「心寂止を費すために移行すべき J (3)心寂止

と増上慧法載を携ない者は「心寂止と増上慧法麗

を責すために修行すべき」は)心裏止と増上慧法

器を詩た者辻「煩悩の滅本のために心寂止と増上

慧法観をさらに修行すべき」

四者 (1)心裏止を得たが、増上慧法観を

得ない者は F増上慧法観を得た者に尋ねるべき」

(2)増上慧法聾を得たが、心寂止を得ない者は

らむ寂止を鐸た者に尋ねるべきJ (3)心裏止と場

上慧法観を得ない者は「心議止と増上慧法観を需

た者に尋ねるべきj (4)心裏止と増上慧塗観を得

た者は「墳協の滅尽のために心裏止と増上慧法観

をさらに修行すべき」

由時一一一(1)応時の聴法 (kalena
dhammasavanam) (2)応時の法談 (k亘lena

dhammasakaccha) (3)応時の止 (kalena

samatho) (計五芯時の観〈同lenavipassana) 

四時一--(1)応時の璃法 (2)応時の法談 (3)

応時の止 (4)応時の観

四時を正しく修習すれば、煩悩の滅尽に達する。

それは、降需が呑川乃至海洋を完成させることと

比鳴するのである。

Al 

C3， C4， 

C5 

D6， D7， 
D18 

D5. D7 

D18 

D5. D6 

D18 

D9 

D8 
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阿羅漢に帯達する四支分--(1)止を先行さ

D10 
AN .2.4.17 Patipada・vagga170 せる観を穆習する (2)観を先行させる止を修習

(AN. II. p.157) する (3)止と聾とを共に諺習する(止観双運)

(4)心が法悼挙を離れ一点になり統一する

充王子に知るべき法一一一五取謹

D11 
AN .2.4.26 Abhin豆長-vagga251 捨断すべき法一一一無明・有愛 A2. B5 
(AN. II. p.247) 修習すべき法一一一止・観 C6 

亘証すべき法一一一明・解脱

D12 
AN.3.5.3 Pa色caIlgika-vagga25 「戒・開・議論・止・観」によって資助される

B3 
(AN. 1lI. p.21) 「正見J ，ま「心解説・慧解説j をもたらす。

AN.3.5.8 YodhajivaべTagga73 
q去を学得して、日を過ごさず、独坐を捨てず、

B2， D14， 
D13 内に心寂止を実行する」ならば、法に薙立するも
(AN. III. pp.86司87)

のという。
E3 

AN.3.5.9 Thera声vagga90 
有学比丘に退転させないことにおいて終始一貫

B2. D13 
D14 して変わらをいことは、「独坐を捨てず、内に心
(AN. III. pp.116-118) 

寂止を実行すること」である。
E3 

D15 
AN.3.6.5 Dhammika-vagga 54 

五根 一一一 詰・念・精進・止・観
(AN. 1lI. p.373) 

三 j去 持挙(uddhacca)・不護

D16 
AN.3五.11Tika-vagga 116 (asamvara)・放逸

(AN. I耳.p.449) ゴj去を捨訴する修習法一一一止・訪護・不放
逸

D17 
AN.4.9.1 Sambhogaべragga4 世尊はナンダカ比丘に弓言・戒・心裏止・増上

N andaka (AN. N. p.360) 慧法観」を完成させるべきことを説いた。

AN.5.10.6 Sacitta聞vagga54 
世尊は f自心において善く知るものになる」こ

D5， D6， 
D18 とを比丘たちに説いた。内容辻「心裏止」と「増
Samatha (AN. V. pp.99・100)

上慧諸観」を説く。
D7 

初発心の比丘から始まって、阿羅漢の境地に郵

AN.5.10.8 Akankha-vagga 71 
達する比丘までの果報・功語は「諸々の戒を完成

D19 し、内に心裏止を実行し、禅を無視せず、重量をそ B1 
Akankha (AN. V. p.131， 133) 

な之、諸々の空室の増益者になるj ことによって

嚢される。

E. Khuddaka-Nikaya IF /J、部』の最古層10経

Dhp.7 Arahanta-vagga 94 
御者によって善く訓練された馬のように、諸根

El (感官)が止に到達し、慢心を捨新して無漏であ
(Dhp.94) 

る。そのような者を神々さえも羨望する。

It.2.1 Pathama-vagga 37 
熱心に住し、寂静の生活を送り、樟挙にならず、

E2 ，む寂止を実行する者は苦の滅与に封達すべきであ
Sarpvejaniya (It. 37) 

る。

「独坐を楽しみ、独坐を喜び、内に心裏止を実

It.2.2 Dutiya 
行し、禅を無視せず、観をそなえ、話々の空室の

B2， D13， 
増益者に住すること」により二つの果報(阿羅諜E3 

Sallanam (It. 45) D14 
呆と不還果)のうちいずれかの果報を期待すべき

である。
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世尊が比丘たちに「靖進と犠a悔をする者が勇気

1t.4.1 Pathama-vagga 111 
のある者である」ことについて説いた。そして、

E4 最後に「何時も念を持って心霊止に導くことを学 D4 
Sampanna (It. 111) 

び、法蓮の生i戒を観察する比丘を勇気のある者と
呼ぶJ と説いた。

Sn.1 Uraga国vagga3 
以前に経験した楽しみと苦しみを、また喜ぴと

E5 憂いを譜て、清らかな捨 (upekkha) と止を得て、
KhaggavisaI).a-sutta (Sn. 67) 

犀の角のようにただ誰ワ歩むべきであるG

Thag.1.12 Dv亘dasama
私(ヴ、アッチャゴッタ長老)辻一明をそなえ、

E6 偉大な禅家であり、心寂止を熟知している。私は
Vacchagotto thero (Thag. 112) 

昌己の有益を達成し、ブッダの教えをなしとげた。

Thag.l0 Dasa-nip亘taUpasena 比丘が桔をよく把握し、心の生起を熟知する。
E7 
Va主gantaputtothero (τhag. 584) 適当な時に止と観を実行すべきである。

Thag.17 Tirp.sa-nip亘ta
薄識であり、智慧であ号、諸々の戒によく専心

E8 し、また心寂止を実行する者は私{サーリプッタ
Sariputto thero (Thag. 988) 

長老〉の頭上に立て。

Thag.18 Catt主li:sa-nipata
智慧であり、如実を語り、諸々の戒によく専心

E9 し、心裏止を具現している者を智慧ある入々は賞
Mah吾ka部apathero (Thag. 1077) 

讃する。

設女たち(二十人の長老尼) ，土、パターチャー

ラーの教えの言葉を陪いて、両足を洗い、一方に

E10 
Thig.5 Panca-nipata Santike 近づいた。会寂止を実行し ブッダの教えをなし

annarp. by亘karpsu(Thig. 119) とげた。初夜において前世を槌念した。中夜にお
いて天眼を浄めた。後夜において〔無情〕の闇冥

を破壊した。

以上、詩ikayaで止観が語られる場合、samatha、cetosama出a、vipassan豆、adhipannadhamma-

vipassanaの毘つの語が挙げられ、以下のように分類される。

1. samathaが単独で、用いられる場合、

1.1 samathaが単独で用いられる場合、 4匝 (C4，D16， E1， E5) 

1.2 cetosamathaが単独で、用いられる場合、 9田 (D4，D13， D14， E2， E4， E6， E8， E9， 

EI0) 

2. vipassanaが単独に語られる場合、 1恒 (C5)

3. samatha-vipassa凶が併記される場合、

3.1 samatha-vipassanaが併記される場合、 2吉田 (Al，A2， B3， B4， B5， B6， C1， C2， 

C3， C6， Dl， D2， D3， D8， D9， DI0， Dll， D12， D15， E7) 

3.2 cetosamatha-vipassa婦が静記される場合、 4田 (Bl，B2， D19， E3) 

3.3 cetosamatha-adhipannadhammavipassanaが併記される場合、 5回 (D5，D6， D7， 

D17， D18) 
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このように、 Nikayaにおいてはsamatha-vipassanaの併記される場合が最多である。

samathaが単独に語られる場合がその次であり、 vipassa凶が単独に語られる場合はーヶ所し

かない。しかし、 GyanaRatna Thera氏がChatthaSangayana CD-Romにより註釈及ぴ副

註釈において samathaとvipassan亘を検索し、作成した表によると後代の文献で辻、詳記さ
寄

れる samatha-vipassanaより単独に語られる vipassanaの方が多い。

次に、 Nikayaにおける止観の働きを理解する為、先に挙げた Nik亘yaの経文(一部)を以

下のように主題によって分類し、第N箆以降で罰じ階屠の経典において関連する他の経文と比

較検討する。

I .入聖道に関するもの。

①「或・開・議論・止・観」によって資助される ij_E見J は「心解説・慧解説J をもたらす

というもの (B3，D12)。

号「六処を如実に知号見る者の八聖道」は修習の円満に至る。「八聖道」を修習する者は、

「回念処・西正勤・西神足・五担・五力・七覚支」も接習の円満に至り、「止・観」の二法の双

運が起こる。その修行者辻、証智して充分に知るべきj去を充分に知り、捨衝すべき法を捨断し、

直証すべきj去を直証し、修習すべき法を接習するというもの (B5，C6)。

II.止観修習の先後に関するもの (D5，D6， D7， DIO， Dl針。

III. 心解脱・慧解脱に関するもの。

ヨ)r或・間・議論・止・観」によって資助される「正見」は「心解脱・慧解脱」をもたらす

というもの (B3，D12)。

@i止J を修習すれ誌、「心」が接習される。心がイ彦習されば、「食欲」が捨断される。食欲

が捨断される心は「心解説」という。一方「観j を修習すれ誌、 γ慧」が諺習される。慧が修

習されば、「無明J が捨翫される。無明が捨軒される慧は「慧解脱」というもの (Dl)。

N. 充分に知るべき、捨欝すべき、亘証すべき、修習すべき法に関するものは2，B5， C6. 

Dll)。

ただし、本稿は Iの八聖道に関するもの及びIIの止観修習の先後に関するもののみと比較し

て検討する。

III. Nik亘yaにおける止観の用例と意味

止観の定義は、 Nikaya時代において明らかに説かれていないが、経と論との中障時代にほ

説かれてい20それ故に、止観の勧きを検討する前に、 Nikaya時代における止観の用例と意
味を調査しておきたい。

@ 

samathaには大きく分けて三つの用例が存在する。まず辻vipassanaと対比して用いられ
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9 
る場合である。二つ目は、 adhikaranasamathaとして用いられ、誇いを静め滅することであ
⑫ 

る。そして、三つ吾はsabbasa主kharasamathaとして用いられ、煩協を減した状態をいう場。
合であ号、一般的には浬繋.t吾りの境地を意味し、定型句として何度か登場している。

ここで辻、 adhikaranasamathaとsabbasa自kharasamathaとして用いられる場合に軸れず、

vipassan邑と対比して用いられる samathaの用例と意味を検討する。

まず、民ikayaにおいては次のように把握されている c

Dve 'me bhikkhave dhamma vijjabhagiya. 

Katame dve ? 

Samatho ca vipassana ca. Samatho ca bhikkhave bhavito kam attham anubhoti ? 

Cittarp bhaviyati. Cittarp bh互vitarpkarp attharp anubhoti ? Y 0 r豆goso pahiyati. 

Vipassan亙 bhikkhave bh註vitakam attham anubhoti ? Pan回 bhaviyati. Pa主主亘

bhavita kam attham anubhoti ? Y亘avijj亘sapahiyati: (Dl) 

比丘たちよ、これらの二つの法は明に導くものである。

二つとは何であるか。

止と裁とである。比丘たちよ、止が惨習されたなら江、いかなる利益を受けるであろう

か。心が穆習されるのである。心が修習されたならば、いかなる利益を受けるで三うろうか。

すべての食欲が捨断されるのである。

比丘たちよ、観が接習されたならば、いかなる利益を受けるであろうか。慧が修習され

るのである。慧が諺習されたをら託、いかなる利益を受けるであろうか。すべての架明が

捨断されるのである。

Sace pana bhikkhave bhikkhu paccavekkham吾no evarp_ j亘nati : labhi 'mhi 

ajjhattarp cetosamathassa， labhi adhipa白宣言dhammavipassan亘y亘 ti， tena bhikkhave 

bhikkhun亘 tesuyeva kusalesu dhammesu patitthaya uttarirp asav註narp_khayaya 
@ 

yogo karal).iyo. (D18) 

比丘たちよ、もし比丘が観察して次のように知るとしよう。 f(私は〕内に心寂止を得た。

増上慧法観を得たj と。比丘たちょ、その比丘はそれらの善法(心寂止と増上慧法観)に

おいて確立し、さらに煩悩の滅尽のために修行すべきである。

と。即ち、「止」と辻心を修習することで為号、「観」とは慧を修習することであ号、「止j を

修習すれi工、会欲が捨軒され、「観」を修習すれば、無明が捨断されるとするのである。
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従って、「止j は或ー定・慧の三学でいえば走、即ち増上心学 (adhicitta-sikkha)に相当す

る。これに対して、「観」は慧、即ち増上慧学 (adhipann昌司sikkh討に相当すると考えられる。

前述のように、「止j は心を修習し、「観」は慧を穆習するものだからである。

そして「止i は心が一つの対象に集中されて不動となることである。また、

U ddhaccassa pahan亘yasamatho bhavetabbo， asarp.varassa pahanaya sarp_varo 

bhavetabbo， pam豆dassapahan忌yaappamado bhavetabbo. (D16) 

悼挙の捨断の為に止を修習すべきである。不護の捨断の為iこ訪護を穆習すべきである。

放逸の捨断の為に不放逸を修習すべきである。

Evam vih註riatapi 

santavutti anuddhato 1 

cetosamatham -anuyutto 

khaya:rp. dukl王hassapap叫 eti 11 (E2) 

このように、熱心に住し、寂静の生活を送1 持挙iこならず、

心寂止を実行する者は苦の滅王手に到達すべきである。

とされるように、持挙 (uddhacca)即ち心の浮つきを静める為のものである。要するに定、即

ち増上心学に桔当する。さらに、 D15においては F信・念・精進・止・観」の五根が言及され

る。通言の五器、 !!Pち弓言・精進・念・定・慧j と比較すると F止」は定に当守、「観J は慧

に相当する。

以上のように、 Nikaya時代における「止J は「定ム即ち「増上心学J に相当する。これ
⑬ 

に対して、「観J ，土主と密接不離である「慧J、即ち「増上慧学J に相当すると考えられる。従

って、次節はこの止観の用例に基づいて関連事項を考察して検討する。

N. Nikayaにおける止観の先後問題

仏道修行の上で走と慧との両者が並び接翠させられるべきことは、

n' atthi jhanarp_ apannassa panna n' atthi ajhaya士0，

yamhi jhana五capanna ca sa ve nibbanasantike. (Dhp. 372) 

慧なき者に禅なし禅なき者に慧なし。

慧と禅とをそなえた者i土、 j呈葉の近くにある。



Nik亘yaにおける止観の研究 89 

告

といわれるとおりである。前節に説いた「止」は定、即ち増上心学に担当し、「観」は慧、即

ち増上慧学に相当するので、 γ観なき者は止をく、止なき者に観な LJともいえる。また、

Puna ca pararp.亘vusobhikkhu samathavipassanarp. yuganaddharp. bhaveti， tassa 

samathavipassanarp yuganaddharp bhavayato maggo sanjayati. So tarp maggarp asevati 

. bahulikaroti. Tassa tarp maggarp asevato・…..bahulikaroto san主ojananipahiyanti 

anusay亘vyantihonti.(DI0) 

友よ、さらにまた比丘辻止と観とを共に(止親双運)修奮する。伎が止と観とを共に修習す

れば、道が生じる。役iまその道を実接し、・・・・・・多修する。伎はその道を実修し、・・・・・・多

修すれば、諸々の結が捨軒され、諸々の捷掘がなくなる。

と「止観双運」が説かれると同持に、止と観に先後関係も説かれている。郎ち、

⑬ 

Idha avuso bhikkhu samathapubbangamarp vipassanarp bhaveti， tassa sama註la-

pubbangamarp vipassanarp bh示rayato maggo sanj孟yati. So tarp maggarp 亘sevati

bhaveti bahulikaroti. Tassa tarp maggarp asevato bhavayato bahulikaroto sa主主ojanani

pahiyanti anusaya vyantihonti. 

Puna ca pararp avuso bhikkhu vipassan亘pubbangamarpsamatharp bh亘veti，tassa 

vipassanapubbangamarp samatharp bh亘vayatomaggo sa琵jayati. So tarp maggarp 

asevati bh亘veti，bahulikaroti. Tassa tarp maggarp 互sevatobahulikaroto sa主主ojanani

pahiyanti anusaya vyantihonti. (DI0) 

友よ、ここに比丘は止を先行させる観を修習する。伎が止を先行させる観を修習すれば、

道が生じる。設はその道を実穆し、修習し、多修する。伎はその道を実修し、修習し、多

修すれば、諸々の結が捨断され、諸々の随眠がなくなる。

友よ、さらにまた比丘は観を先行させる止を修習する。伎が観を先行させる止を修習す

れ誌、道が生じる。彼はその道を実移し、修習し、多修する。伎はその道を実修し、修習

し、多修すれi工、諸々の結が捨断され、諸々の随眠がなくなる。

また、観を符われない止や止を伴われない観も説かれている。

Idha bhikkhave ekacco puggalo labhi hoti ajjhattarp cetosamathassa na labhi 

adhipa員長adhammavipassan亘ya，idha pana bhikkhave ekacco puggalo labhi adhipan-
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事

長記hammavipassanayana垣bhiajjhattarp cetosamathassa， ...... (D5) 

よと丘たちよ、 この世においてある者は内に心寂止を得たが、増上慧法観を得ない。比丘

たちよ、 またこの世においてある者は増上慧法観を得たが、 内に心寂止を存ない。一

これ辻、止と観との{動きや性格が異なるからで為ろう。止観に先後・顕序がなけれiまならない
g 

かどうかは、 Nikaya 時代において詳しく説かれていない。 fこfごし、 B5で辻、 六処を如実に知

り克る者の入聖道は修習の円満に至り、 この八聖道を修習する者は、

cattaro pi satipatth亘nabh註vanaparipurirpgacchanti， catt忌ropi sammappadhana 

bh言vanaparip註rimgacchanti， cattaro pi iddhipad互 bhavan亙paripurirpgacchanti， 

panca pi indriyani bhavanaparipurirp gacchanti， pa主capi balani bh亙vanap互ripurirp

gacchanti， satta pi bojjhang忌 bh亘van亘p忌ripurirpgacchanti. Tass' ime dve dhamm亘

yuganandh亘vattanti，samatho ca vipassana ca. (B5) 

四念処も修習の円満に至る。四正勤も修習の丹満に至る。西神足も諺習の円満に至る。

五根も修習の円満に至る。五力も修習の円満に至る。七覚支も穆習の円満に至る。彼にこ

れらの二つの法の双運が起こる。 〔それは〕止と観とである。

と述べている。 ここで六処を部実に知ワ見る者の八聖道辻修習の円満に至り、 そしてこの八聖

道を修習する者は、止観双運が起こるので、 八聖道と止観にはつながりがあることが分かる。

従って、止と観のうちどちらが先行してもいいのか、 それとも克後・ J!国序がしなけれ誌ならな

いグコカヘ という接関を解決するために、 Nikayaにおける八聖道の記述を検討する。

V 有漏と聖・無漏との入聖道と止観

Nikayaにおいて八聖道を解釈するときは、 一般に八支の一々を列挙し、 それぞれの内容を
8 

説くという形をとる。 このような解釈の方法で辻入支がどのように修習されるかは必ずしも明
@ 

確でない。八聖道の入支の修習について誌 MN.117Mahacattarisaka-sutta r大西十経j にお

いて説かれている。

「大四十経」においては、 八支のうちの正乏が中心の修行であワ、抱の七支は正定の補助具

とされ之正見は、各支の邪道と正道を正しく認知するために先行すると説かれている。 そし

て、邪道と正道の内容が述べられており、正見・正思推・正語・正業・正命がそれぞれ有鵠

(sasava) と聖・無漏 (arIya. an孟sava) とに分けられている c 各支の邪道を軒除し、正道を

具足するために、正見・正精進・正念が需に各支の諺習に随従し、槌転するといわれる。
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正見とは何であるかについては、次のように述べられている。

Katam亘 ca，bhikkhave， samm亘ditthi ? Sammaditthirp p' aharp， bhikkhave， 

dvayam vad亘mi.Atthi， bhikkhave， sammaditthi sasava pu主nabhagiyaupadhivepak-

ka ; atthi， bhikkhave， samm忌ditthiariya anasava lokuttara magganga. Katama ca， 

bhikkhave， sammaditthi sasava pu五百abhagiy亘upadhivepakka? Atthi dinnarp， atthi 

yittharp， atthi hutarp， atthi sukatadukkat註namkamm忌narpphalarp vipako， atthi 

ayarp loko， atthi paro loko， atthi mata， atthi pita， atthi satta opapatika， atthi loke 

samaヰabrahma存在 sammaggat忌sammapatipannaye iman ca lokarp paran ca lokarp 

sayarp abhinn吾sacchikatv孟pavedenttti; ayarp， bhikkhave， sammaditthi sasava pun・

nabhagiy吾upadhivepakkι

Katam亘ca，bhikkhave， samm註ditthiariy忌an吾savalokuttara maggang亘?

Ya kho， bhikkhave， ariyacittassa an註savacittassa ariyamaggasa samangino 

ariyamaggarp bhavayato pa主主a paI泊indriyarp pann孟bala耳1 dhammavicayasam-

bojjhango sammaditthi magga主ga，-ayarp， bhikkhave， samm孟ditthiariy註 a狂言sava

lokuttara maggang亘.(MN. voLIII. p.72) 

比丘たちよ、正見とは何であるか。比丘たちよ、私は正見を二種であると語る。比丘た

ちよ、却ち有漏にして、福徳を分有し、依果をもたらす正見と、聖・無漏・出世間にして、

道支である正見とである。比丘たちよ、有議にして、福徳を分在し、法果をもたらす正見

とは{可であるか。布施あり、祭最Eあり、供儀あり、善悪業の果報あ号、此量あり、危世あ

り、母あり、父あり、化生の有情あり、沙門バラモンにして正行正習、吉ら此世他世を通

達し証知し宣説する者が世に在り、と主張する。比丘たちよ、これが吾漏にして、福諒を

分有し、荻果をもたらす正見である。

比丘たちょ、聖・無鴻・出世障にして、道支である正見とは持であるか。

比丘たちょ、聖心・無漏心・聖道を完借し、聖道を修習している者には、慧・慧根・慧

力・択j去覚支・道支である正見がある。比丘たちよ、これが聖・無漏・出世間にして、道

支である正見と言われるσ

有漏の正見の内容は、此世他世があワ、業の果報、世間において等正覚者がいるなどと主張

することであるといわれる。これらのことを認めなければ、修行は始まらないであろう。この

意味で有漏の正見は修行の動機であるとも言える。

聖・無漏の正見の内容については慧・慧根・慧力・択法覚支とされるに窪まつ、詳しいこと
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む
は言われていないが、他の経典において慧根と慧力とは、四聖請を知ることを指す。択法覚支

患

については「慧をもってこの法を考察し旬察して思量に至る」と述べられているが、ここで

いう法もまた法の本質つまつ無常ー苦・無我あるいは四聖請・十二支縁起であると考えられ、

そして慧については解釈が多様であるが、ここでは正見の内容であるので、四聖請ー十二支縁

起・五蓮・十二処・十八界を如実に知ることと理解するのが適弱である。 f大四十経」以外の

経典に述べられる正見は、四聖諦・十二支縁起・五嘉・十二処・十八界を如実に知ることを指
脅

している。これは、聖・無漏の正見の内容と一致しており、通需は正見とは有漏の正見ではな
8 

く、聖・無漏の正見を指すことがわかる。

ところで、 B5により「六処を如実に知り見る」ことは八聖道の正見に相当し、さらにこの

正見は、上述のように右漏の正見でなく聖・無漏の正見に相当するのである。それ故に、この

八聖道は聖・無漏の八聖道となるので、四念処・四正勤・四神足・五根・五力・七堂支・止観

も聖・無漏の段階であると考えられる。従って、主観も有漏と聖・無漏とに分けられることが

わかる。

羽.八聖道に基づく止観の動き

次に、八聖道を修行段階として検討するなら江、正見は、なぜ八聖道の第一支である正見が

同時に四聖諦全体を如実に知ることができるのかという疑問が起こる。宇井イ喜寿氏及び中村元
母 重量

氏は「嶺環論」と評し、和辻哲郎氏は「矛盾」と述べるが、三枝充喜氏は彼らを批判し、「正
母

見とは西諦の自己反省・自己認識・自覚である」とみなしている。

四聖詩を如実に知るということは、単に四聖諦の一々を知るに止まらず、四聖諦の一々を知

る上に、四聖諦の一々に対してやるべきこと、そしてやるべきことを既にやったことを知るこ
@ 

とも必ず持う。苦滅道聖請の場合について言えば、「これは苦滅道聖諦であり、この苦滅道聖
容

諦は修習すべきであ号、この苦滅道聖請は11萎習された」ということを如実に知ることである。

これは、八聖道全体を諺習し終えたことを意味するのであるから、残りの七道支をまだ修習し

ていないのに、正見だけを穆習して、なぜ八聖道全体を修習し終えたということになるで島ろ
8 

うか。これは、 Thanavuddho氏が「螺旋論」と述べるG

八聖道を接行の設階として考える時には、八聖道は有j属の八聖道と聖・無j履の八聖道とに分

けられる。有漏の正見辻、業の果報ということと世間に等正覚者がいることなどを信ずること

を意味する。それは修行の動機であり、また邪道と正道を見分けるために必要不可欠であるが、

四聖諦の智を意味するわけで;まない。この有漏の正見をもって修行を始める。邪思惟・邪語・

部業・邪命を離れ、精進・念をもって正しい生き方を営む。 t青らかな生活が完成し、追悔
8 

( vippatisara)することもなくなる G また、精進・念をもって哀想に入札次第に西禅を修習
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し、深く謀想状態に入ワつつある時に、慧が生じて、定と慧が相互に影響し合って増大しなが

ら、!填'1也が徐々に断除され、ある境地に達し、四聖請の智が起こり、十結 (dasasarpyojana) 

の中の有身見・疑惑・戒禁取が完全に断除されれば、その者法八聖道を一段階修習し終えて預
@ 

j走者となる。この時、八聖道は聖・無掃の八聖道となる。西聖詰・五謹・六込などを如実に知

ることがこの聖・無漏の正見の解釈である。経典に説かれる八聖道辻一般にこの聖・無漏の八

聖道を意味する。このように繰り返し修習し、漏・煩悩が完全に酷詮されれ託、阿羅漢の境地

に達する。即ち、預流者と同じく最初の三結を捨断し、食欲・曝書・愚壌が預j走者よりも少な

くなってー来者となる。十結の中の五下分結を捨断して不還者となる。十結及び全ての漏・煩
§ 

協を捨断して、阿羅漢となるのである G

以上、まとめていえば、 (a)有漏の正見をもって修行を始め、語らかな生活が完成し、追博

することもなくなる。精進・念をもって棋想に入札次第に西神を穆習する(有誌の正見→有

漏の正定)。そして、 (b)深く摂想状態に入りつつある時に、ある境地に到達し、西聖諦の智

が起こる(有漏の正主→聖・禁誌の正見)0 (c) この時、八聖道は聖・無j誌の八聖道となり、有

身見・疑惑・或禁取が完全に断除されれば、その者は八聖道を一段階修習し終えて預j走者とな

る(聖・無漏の八聖道)。このように繰り返し修習し、漏・煩悩が完全に断除されれ江、阿羅漢

の境地に達する G

従って、 DIOにおいて「止を先行させる観を修習する」の辻 (b)の段階に相当する。即ち、

まず修行者が「止」を修習し、次第に酉禅に入る。そして、深く韻語、状態に入りつつある持に、

ある境地に達し、四聖諦・五蓮・十二処などを如実に知る「観J が起こるのである〈右揮の止

→聖・無漏の観)。

「観を先行させる止を修習する」のは (a)の段階に相当すると考えられる。それは、接行者

が業の果報ということと世間に等正覚者がいることなどを観察し、あるいは四聖諦・十二支禄

起.1i謹・十二処・十八界を観察・洞察するといえども、これは修慧他国vanamaya-pann忌)

によって四聖諦などを如実に知るではなく、思慧 (cintamaya-pa註長引によって四聖諦などを

理解することであるから、「聖・無漏の観」で誌なく、「有掃の観」だけである。そして、この

観をもって修行を始め、止を修習し、次第に四禅に入るのである(有漏の観→有漏の止〉。

さらに、もう一つの根拠として四聖諦の智により漏・煩悩を捨軒する聖・無漏の観の段階に

入る前に、少なくとも初禅 (pathama-jhana)の段階に到達したのであることがAN.4.9.4

Mah亘ベTagga36 Jhanaにおいて述べられ、次のようになる。

Pathamam p' aharp bhikkhave jhanarp niss亘ya 忌savanarp khayarp vad互mi，

dutiyam p' aharp bhikkhave j国 nam …ー圃 tatiyam ..・...catuttham …. ak註sana五-
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cayatanam .…‘ vin信-1)ancayatanarp. ..…・ akincann亙yatanarp.…・ nevasannana-

sannayatanam p' aharp. bhikkhave jhanarp. niss註ya註savanarp.khayarp. vadami. (AN. 

vol.胃.pι22)

比丘たちよ、私は初禅iこ依って諸々の煩'1謹の滅尽を説く。比丘たちよ、私は第二

禅..・・・・第三禅・・・・・・第四禅・・・・・・空無辺処・‘・・・・議無辺処.. . . . .無所有処・・・・・-非想非

非想込に依りて諸々の煩悩の滅尽を説く。

上述のように、聖・無濡の観の段階に入る前に西禅・無色定、即ち少なくとも初禅の段階に

到達しなければならないのであることが明らかになった。

それ故に、止を修習する前に聖・無掃の観を修習すること、あるいは、止を得る前に聖・無

漏の観を脊たことは不合理であると考えられるので、この場合ほ「聖・無漏の観J ではなく、

「有漏の観」に相当すると考えられるでるろう。

「止と観とを共に(止観双運)諺習する」のは (c)の段暗に相当すると考えられ、即ち、四

聖請の智が起こる持に、聖心・無漏心・聖道を完備し、止と観とを共に〈止観双運)接習し、

有身見・疑惑・戒禁取が完全に断除されれば、そわ者;立入聖逗を一段階穆習し終えて預流者と

なる(聖・無i誌の止観双運〉。このように繰り返し修習し、漏・煩悩が完全に断除されれば、阿

羅漢の境地に達するのである。

そして、以上と同様にD5、D6、DT，D18において「内に心寂止を脊たが、増上慧法観を得

ない」のは (b)の段階に桔当し、「増上慧法観を得たが、内に心寂止を得なしリのは (a)の

設階に相当するであろう。それは、前述のように初次の道請である正見といえども、残りの七

道支をまだ修習していないのに、正見だけを修習して、八聖道全体を修習し終えたということ

は有り得ないので、「増上慧法観を得たが、内に心寂止を得ないj のは「聖・無漏の観」を意

味するわけではなく「在漏の観」であろう。そして D6、D7、D18の最後において「比丘たち

ょ、その比丘辻それらの善法(心寂止・増上慧法器)において住し、さらに煩i苗の滅尽のため

に修行すべきで為る」と述べられ、これは (c)の「聖・無濡の止観双運」の段階に相当する

であろう。

ここで着吾したいのは、有漏の「観」から始まり「止J を修習すること、 γ止」のみを穆習

して苦の滅尽に到達すること (E2)や無明の闇冥を破壊するミと (EIO)、あるいは法悼挙によ
9 

り捕まえられた心が「止」によって捨断され、一点になっ統一すること (DI0)である。これ

は聖・無誌の「観」を修習せずに「止」のみを修習すること iこよって漏・煩悩を捨街できると

いう意味ではなく、ただ「定」または「止」を中心として修行法を省略して説いただけであろ

つ。
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四. まとめ

①初期経典としてのNikayaにおいては「止・観」の辞記される場合が最多である。「止」

が単独に語られる場合iまその次である。「観」が単独に語られる場合はーヶ所しかない。しか

し、後代の文献や註釈文献など辻、静記される「止・観」より単語に語られる「観」の方が多

¥';'0 

② Nikayaにおける止観の定義について、「止」は定、即ち増上心学に相当する。これに対

して、 γ観J は定と密接不離である増上慧学に相当すると考えられる。

@止観は、八聖道と同議に「害弱」と r聖・無漏」との段措に分けられる。

④止観の働きの先後問題に対して「観を先行させる止を修習する」のは、業の果報という

ことと世間に等正覚者がいることなどを観察し、あるい辻四聖諦・十二支縁起・五薙・十二

処・十八界を観察・洞察するといえども、これは ql~慧」によって四聖請をどを如実に了知す

るではなく、「志慧」によって四聖請などを理解することであるから、聖・無謀の観ではなく、

有誌の観だけである。そして、この観をもって修行を始め、止を修習し、次第に図禅に入るの

でるる(有漏の観→有誌の止)。

⑤「止を先仔させる観を11萎習するJ のは、まず「止」を修習し、次第に四禅に入る。そして、

深く医悲状態に入ワつつある持に、ある境地に達し、四聖諦の智、五謹・十二処などを如実に

了知する「観」が起こるのである〈有漏の止→聖・無掃の観)。

⑥「止と観とを共に修習する」のは、四聖請の智が起こる持に、聖心・無j属心・聖道を完備

し、止と観とを共に修習し、有身晃・疑惑・戒禁取が完全に軒捻されれば、その者は入聖道を

一段階修習し終えて預涜者となる。このように繰り返し鯵習し、漏・煩憶が完全に断除されれ

ば、阿羅漢の境地に達するのである〈聖・無漏の止観双運)。

⑦「禅」の過程なしに、ただ、観のみを諺習する「純観」または「乾観」という接行法は、

Nikaya において出ない。 Nik亘yaの立場から見れば、必ず「梓」に入らね誌ならないのであ

るG

以上、 Nikayaにおける止観と八聖道との関連を検討し、以上の結論ζ達したが、 Nikaya

における止観の働きを理解するために、八聖道をはじめとする修行道のみならず、心解脱・慧

解説に関連するものや西聖諦の三転十二行相などと多面的に考察し比較するのが必要なので、

それは今後の課題にしておきたい。

註

① 光地英学氏は「止と観についてJ の主題のもとに大乗起イ言論や議1JJo師地論などの翼訳仏典を中
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心iこ文献的な調査を行っている(光地英学 [1973Jr止と観についてJ Ii印度学仏教学研究3

42 (21-2)東京 :8本部度学仏教学会， pp.106-11的。関口真大氏は様々な分野での止観の研究論

文を編集して f止観の研究」として刊行した(関口真大 [1975JIi 止観の研究』東京:岩波書志)。

その中で、 Nikaya.阿含及び、Abhiclhamrnaに関するものは、中村元兵の「原始仏教における止

観J (pp.35-49)"平)11彰氏の「律蔵に護れた禅の実践J (pp.51-71) と佐藤密雄氏のト清浄道論に

まきける止観J (pp.113-138)がある。 GyanaRatna Thera氏はパーリの VisuddhimaggaIi活浄

道論J を中心に Ni泊 ya及びAbhidharnrnaを研究対象として、土産仏教の告統の中に伝授され

てきた眠想体験の実践と、その内容を津系的に整理した (Gyana Ratna Thera [2001J The 

Way 0/ Practicing Meditation in Theravada Buddhism， Tokyo : Sankibo田BusshorinPublish-
ing CO.，Ltd.)。さらに「定J samadhiと「慧J pannaまたは「止」と「観」などの仏教修行論に

対するi主ヨすべき研究成果は Cousins氏 (Cousins，Lance S. [1974J“Buddhist ]hana : 1ts 

Nature and Attainment According To The P互liSources"， Religim宮 3，pp.115・131.[1984J 

“Samatha-y亘naand Vipassana-yana"， Buddhist studies in Honour 0/ Hammalava 5addhatis掴
sa， Nugegoda : University of ]ayewardenepura， pp.56-68. [1996J“The Origins of 1nsight 

MeditationぺTheBuddhist F01τlm IV， ed. By Tadeusz Skorupski， N ew Delhi : Heritage 
Publishers， pp.35-58λGriffiths 弐 (Griffiths，P. [1981J“Concentration or 1nsight The 

problematic of Theravada Buddhist Meditation Theory門 TheJournal 0/ the American 
Academy 0/ Rel~民on 49/ 4，pp.606・624)、Schmithausen氏 (Schmi白ausen，L. [1981J“On 

Sorne Aspects of Descriptions or Theories of ‘ Liberating 1nsight' and ζτEnli塩gh祉1社tenm詑悶e臼n式tピ， in 

Early Buddhi詰sm工n"ぺ" 5t;肱udi!たe1仰nzum η Jai仇?ηu.おsm匁zu紡su抑t幻?ηzdB:α ddhiおS111ητ矧usム， 工京11杭7乃i註esbaden: St民ei色ne町r

v¥九万杭7乃ie邸sbaden-Gm工nbh，pp.199-250) 、Bro工nk王choぽrs武t.E長ミ (B玄ronkho訂rs託t仁， ]. [1号86JThe Two Tra匂dit万zon郎S 

0/ M，ぜf企edifl抱ationi仇η An釘cz.たer.ηztIndi，α仏， S白tu泣1成tt陪ga訂rt: St託eine釘r

(Vett記er久， T. [1988J 刀舘 Ideasand 11leditative Practices 0/ Early Buddhism， Leiden : E. ]. 
BrilUなどによりあげらnた。
②金宰員 [2003Jr慧解説についてJ Ii印度学仏教学研究.JI51-2，東京:吉本印度学仏教学会， p. 

831を参黒。

③ぜ atthijhanarp_ apannassa， pann亘n'atthi ajhayato. (Dhp. 372) 

③ AN. vol. II. pp.156-157 :なお、小部の PatisambhidamaggaIi無碍解道.JI ~こも詳結な記述が島

る (Pts.2.1Yugananclha-katha : Pts. vol.II. pp.92-103)。

舎前回恵学氏辻、小部 (Khuddaka-N ikaya)の最古層を法句経 (Dharnrnapada)ー感興醤

(じd立na)・如是語(Itivuttaka).経集 (Suttanip呈ta)・長老錆 (Therag亘th亘)・長老尼信

(Therigatha)・ジャー夕方(Jataka)であると述べている(前田恵学 [1977Jr原始聖典J Ii仏典

解題事典三東京:春秋社， pp.61-62を参語〉。

⑤ Gyana Ratna Thera [2001J The Way 0/ Practicing Meditation in Theravada Buddhism， 
Tokyo : Sankibo-Busshorin Publishing Co.，Ltd.， 36-46を参照。

@ 経と論との中間時1-tにおいて成立した Patisambhidamaggaで辻、 samathaとは「心ー境性J
(cittassel王aggata:Pts. vol. 1 . pp.97-98 ; vol.II. p.l72， p.176) . r不乱J (avikkhepa: Pts. vol. 

I.pユ6，21， 74， 180 ; vol. II. p.85， 90， 119， 140， 144， 161)であると定義されている。これに対し
てvipassanaとは無常・苦・無我を)1麗次に観ずる「随観J (anupassa工場:Pts. vol. 1. p.16， 21， 

74， 97-98， 180 ; vol. II. p.85， 90， 119， 140， 144， 161， 172， 176)などであるという。

⑧ 森章司 [1995Jr原始仏教から阿昆達磨への仏教教理の研究」東京:東京堂出張， p.643を参照。

@i止」や音写語「奪摩イ也」と訳される。
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⑬ 「滅誇，止誇」と訳される (DN.vol. III. p.254; MN. vol.II. p.247; AN. voLN. p.144など)。

@ r諸行の寂止」と訳される (DN.vol.II. p.36， 37 ; MN. vol. 1. p.167， 436 ; SN. vo1. 1. p.298 ; 
vol. V . p.226 ; A民 vol.1 . p.133 ; vol. II. p.118 ; vol. III. p‘164 ; vol. N. p.423， 424， 425， 426 ; vol. 

V. p.8， 110， 111， 319， 322， 354， 358など〉。

窃 これ以外は D6、D7において説かれている。

⑬ 麗姑仏教における止観の定義について、先行研究を挙げれば、中村元氏は rKJのほうが「禅

定」にとって本質的なものであり、「観」はむしろ「智慧j を本賓とするものであると説いている

〈中村元 [1975Jr漂始仏教における止観J 11止観の研究』東京:岩波書志， p.40)。森章可氏は、

r KJ は一言で、いえ江広い意味での禅定の中の定に当たり、或・定・慧の三学でいえ迂「定ム却

ち「増上心学」に当たつ、これに対して「観j は「増上慧学j に椙当すると見てよいであろうと

論じている(森章司，高揚論文(註8)p.644)。

⑬ 増上心学についてはAN.voL 1 . p.235， 236において「西禅」を指すので、禅辻止の段階に相当

するのである。

⑬ bhikkhiiをbhikkhuに訂正。

⑬ これ以外は D6、D7、D18において述べられている。

⑫ 経と論との中詞時代における Patisambhid亘maggaのPts.2.1Yuganandha -katha (Pts. voL II. 

pp.92-103)ではD10の内容と同議であるが、 D10より詳細に述べられている。

⑬ DN. vol.II. p.312 ; MN. vol. 1 . p.61 ; vol.III. p.251など。

⑬ 主主N.vol.III. pp.71-79 

⑫正走が中心の1J~fTでるり、地の七支は正走の構助具とされることについて「大西十経J 以外は

SN .45.28. Samadhi (SN. voL v. p.21)及びAN.7.42.Mah亘yanna-vagga (AN. vol. N. p.40) 
さらに DN.vol.II. pp.216-217 ; vol.III. p.252において述べられている。

@ SN. vo1. V. p.196， 199 ; AN. vo1.III. p.12など。

窃 tam dhammarp pa自白亘yapavicinati pavicarati parivlmarpsarp亘pajjatti.(MN. voLIII. p・

85 ; SN. vol. V . p.68， 111など)

@ DN. vol. II. p.312 ; MN. vo1. 1 . pp.48-55 ; vol. III. p.251 ; SN. voL N. p.142 ; vol. V. ppβ-9な

ど。

⑫ Thanavuddho， B. [1996bJ r二カーヤにおける八聖道と三学系統の1J~行道J 11印度哲学仏教学

者育究JI 4，東京:東京大学， p.4を参毘c

⑧ 宇井信寿 [1926Jr入聖道の原義及ぴその変遷J Il ~p度哲学研究JI 3，東京:甲子社書房， p.14 

及び¥中村元 [1972J 原始仏教の生活鎗理」東京:春秋社， p.27を参照。

⑧ 和辻哲郎 [1970J il原始仏教の実践哲学』東京:岩波書J;ii， p.259を参照。

8 三枝充嘉 [1978JIf初期仏教の思想、』東京:東洋哲学研究所， p.469を参照。
重量 四聖詩の三転十二行相の示転・動転・証転 (Vin.voL 1 . p.11 ; SN. voL V. p.423)。

⑫ Vin. vo1. 1 . p.ll ; SN. voL V. p.422 

@ Thanavuddho， B.，前掲書〈註24)p.6を参照。

@ 正語・正業・正命、つまり三学の戒学iこ程当するものの修習の目的は、不梅となって容易に走

に入れるようにすることであり、そして定の修習により慧・解説をどが得られる。これについて

は、 AN.vo1.III. p.20， pp.200-201， p.360 ; vo1.N. p.99， pp.336-337 ; vol. V. pp.2-7， pp.312-317 ; 

Vin. vo1. V. p.162などに見られる。

② 八聖道を修習し終えた者が預流者となることiこついては、 SN.vol. V. p.348において述べられ

ている。
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重量 十結を捨断して預流者をはじめとする聖者となることについては、 MN.vol. 1 . p.226において

述べられている。

@ DI0の阿羅漢に詩達する四つの支分の「法捧挙によって描まえられた心が一点になり統一するj

こと辻 D16の「持挙を捨断するために、止を修習する」ことと比較して、「法持挙により捕まえら

れた心が止によって捨断され、一点になり統一する」ことになる。従って、 DI0の四番目の支分

は「止J を指すと考えられる。


